
高
山
寺
経
蔵
に
伝
存
す
る

鎌
倉
時
代
書
写
の
表
白
文
の
文
体
に
つ
い
て

一
、
緒
　
　
言

法
会
の
折
に
宣
託
さ
れ
る
表
白
文
の
製
作
は
、
平
安
時
代
も
夙
い
頃
に
は
博

士
の
人
々
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
後
半
期
に

入
る
と
僧
侶
が
自
ら
筆
を
執
る
こ
と
が
次
第
に
多
く
を
っ
導
小
論
の
筆
者
は
・

か
つ
て
よ
り
、
こ
の
平
安
時
代
の
表
白
文
を
対
象
と
し
て
そ
の
文
体
の
史
的
変

遷
の
跡
を
記
述
す
べ
く
努
め
て
き
（
慰

さ
て
、
次
代
の
鎌
倉
時
代
に
入
る
と
、
僧
家
に
よ
る
表
白
の
作
文
は
弥
≧
活

発
に
な
り
、
古
社
寺
・
文
庫
等
の
写
本
目
録
に
拠
っ
て
知
り
得
る
文
献
に
限
定

し
て
も
、
平
安
時
代
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
程
、
増
加
す
る
の
で
あ
る
。

当
面
は
、
此
等
の
文
献
を
隈
無
く
調
査
し
、
さ
ら
に
、
未
だ
知
ら
れ
て
い
な

い
、
古
経
蔵
な
ど
に
眠
っ
て
い
る
文
献
を
も
発
掘
す
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
が

必
要
と
な
る
。
そ
し
て
、
表
白
文
体
史
の
課
題
と
し
て
は
、
個
々
の
表
白
文
の

有
す
る
資
料
性
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
諸
篇
の
文
体
的
特
徴
を
明

ら
か
に
し
、
・
そ
の
歴
史
の
中
に
定
位
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

現
段
階
で
は
、
鎌
倉
時
代
の
表
白
文
の
発
掘
そ
の
も
の
が
未
だ
充
分
と
は
言

え
な
い
状
態
で
あ
る
の
で
へ
か
か
る
課
題
の
解
明
は
、
今
後
に
俣
つ
所
が
大
き

い
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
此
度
、
幸
い
に
、
高
山
寺
経
蔵
に
収
蔵
せ
ら
れ
た
表
白
文
の
代
表

山
　
　
本
　
　
真
　
　
吾

的
な
諸
欝
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
実
見
し
、
調
査
さ
せ
て
頂
く
機
会
が
与
え
ら
れ

辱
又
、
近
年
、
こ
の
表
白
．
願
文
の
類
の
好
資
料
が
影
印
．
翻
刻
さ
れ
た
こ

と
も
あ
〈
隼
右
の
課
題
に
つ
い
て
、
一
つ
の
見
通
し
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
を
掴
め
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

二
、
高
山
寺
経
蔵
に
於
け
る
表
白
文
の
伝
存
状
況

高
山
寺
経
蔵
に
は
、
多
数
の
聖
教
・
漢
籍
類
と
共
に
、
数
十
点
に
上
る
表
白
　
1
5

文
が
、
巻
子
本
・
冊
子
本
・
折
紙
な
ど
諸
種
の
形
態
で
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
前
　
一

稿
で
対
象
と
し
た
r
高
山
寺
本
表
白
集
」
も
、
そ
の
中
の
一
点
で
あ
る
。

今
、
r
高
山
寺
経
蔵
典
籍
文
書
目
録
」
に
よ
っ
て
、
鎌
倉
時
代
を
中
心
と
し
て
、

そ
の
上
接
の
平
安
時
代
、
下
接
の
室
町
時
代
の
書
写
に
係
る
表
白
文
を
拾
っ
て

み
る
と
次
の
如
く
な
る
。

〔
平
安
時
代
後
期
）

1
、
（
護
摩
表
白
）
⑨
　
（
萌
四
部
－
第
一
二
八
函
－
2
号
）
一
帖

○
平
安
時
代
天
喜
六
年
写
、
綴
薬
袋
研
型
、
「
高
山
寺
」
朱
印
、
押
界
、

畠
点
（
仮
名
、
平
安
後
期
）

〔
院
政
期
〕

2
、
法
花
経
表
白
⑨
　
（
四
－
八
七
－
7
1
）
一
帖

○
平
安
時
代
仁
安
三
年
写
、
範
果
筆
、
枯
葉
装
研
型
、
「
高
山
寺
」
朱
印
、



押
界
、
無
点

〔
鎌
倉
時
代
初
期
〕

3
．
護
摩
表
白
印
行

○
鎌
倉
初
期
写
、

4
、
初
夜
表
白
⑨

○
鎌
倉
初
期
写
、

5
、
古
包
紙
（
表
書
）

八
四
－
一
七
二
1
4
〔
6
〕
）
一
通

折
紙
、
墨
点
（
仮
名
、
鎌
倉
初
期
）

八
四
－
一
、
七
三
－
4
〔
6
〕
）
一
遇

痍
髭
紙
、
「
高
山
寺
」
朱
印
、
無
点

「
表
白
等
」
　
「
弁
曜
伝
受
記
在
之
」

．
八
四
－
五
三
－
3
6
4
）
一
紙
．

〇
鎌
倉
初
期
写

6
、
始
仏
表
白
　
（
画
－
五
三
－
4
3
2
）
　
一
通

○
鎌
倉
初
期
写
、
折
紙
、
「
方
便
智
院
」
朱
印
、
墨
点
（
仮
名
、
返
点
、

鎌
倉
初
期
）
、
紙
背
消
息
ア
リ
、

7
、
明
恵
求
聞
持
表
白
案
⑤
　
（
四
－
一
五
七
－
2
7
〔
5
〕
）
　
一
通

○
鎌
倉
初
期
写
、
定
真
筆
、
竪
紙
、
「
方
便
智
院
」
朱
印

8
、
星
供
表
白
⑤
　
（
四
－
一
七
三
－
3
〔
1
〕
）
　
一
通

○
鎌
倉
初
期
写
、
切
紙
、
「
方
便
智
院
」
朱
印
、
片
仮
名
交
リ
文
ヲ
含
ム

9
、
鋲
壇
表
白
⑤
　
　
（
四
っ
八
七
－
7
3
）
　
一
帖

○
鎌
倉
初
期
写
、
雑
業
装
、
塁
点
（
仮
名
、
鎌
倉
初
期
）

1
0
、
（
小
嶋
流
阿
弥
陀
秘
口
伝
等
）
（
「
表
白
」
奥
書
）
交
了
　
（
四
－
一
〇
〇

－

3

）

　

一

巻

○
鎌
倉
初
期
写
、
巻
子
本
、
片
仮
名
交
リ
文
ヲ
含
ム
、
墨
点
（
仮
名
、

鎌
倉
初
期
）
、
紙
継
目
紙
背
二
花
押
ア
リ
、

1
1
、
北
斗
供
表
白
⑤
　
（
四
「
一
〇
五
－
7
）
　
一
過

○
鎌
倉
初
期
写
、
切
紙
〕
方
便
智
院
」
朱
印
、
塁
点
（
仮
名
、
鎌
倉
初
期
）

は
、
不
動
略
鋲
表
白
⑤
　
八
四
－
一
二
四
－
9
〔
9
〕
）
　
　
　
　
　
一
通

○
鎌
倉
初
期
写
、
折
紙
、
「
方
便
智
院
」
朱
印
、
朱
点
（
返
点
、
句
切
、

鎌
倉
初
期
）
、
塁
点
（
仮
名
、
鎌
倉
初
期
）

〔
鎌
倉
時
代
中
期
〕

1
3
、
（
表
白
集
）
　
　
（
二
－
7
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
巻

○
鎌
倉
中
期
写
、
巻
子
本
、
「
方
便
智
院
」
朱
印
、
巻
首
日
録
別
紙
（
本

文
ト
別
筆
ニ
シ
テ
定
真
筆
カ
）
、
片
仮
名
交
リ
文
ヲ
含
ム
、
朱
句
切
点

（
〇
八
十
三
篇
ノ
表
白
、
教
誠
等
ノ
輯
錨
ニ
シ
テ
、
中
二
論
語
及
西

域
記
（
共
二
塁
点
ア
リ
）
ノ
引
用
ア
リ
、
全
文
写
真
・
翻
写
・
索
引

ヲ
「
高
山
寺
資
料
叢
書
第
二
冊
」
ニ
収
ム
）

1
4
、
始
仏
表
白
　
（
四
－
一
二
四
－
1
1
〔
7
〕
）
　
一
過

○
鎌
倉
中
期
写
、
折
紙
、
「
方
便
智
院
」
朱
印
、
塁
点
（
返
点
、
仮
名
、

鎌
倉
中
期
）

1
5
、
護
摩
表
白
⑨
　
（
四
－
一
五
四
－
5
1
）
　
一
巻

○
鎌
倉
中
期
写
、
巻
子
本
、
尾
欠
、
「
高
山
寺
」
朱
印
、
墨
点
（
t
反
名
、

鎌
倉
中
期
）

堕
十
八
道
表
白
⑤
　
（
四
－
一
五
七
－
2
9
〔
1
〕
）
　
一
通

○
鎌
倉
中
期
写
、
折
紙
、
塁
点
（
仮
名
、
鎌
倉
中
期
）

1
7
、
鋲
壇
表
白
　
八
四
－
二
三
－
4
4
〔
1
〕
）
　
一
通

○
鎌
倉
中
期
写
、
「
方
便
智
院
」
朱
印
、
塁
点
（
仮
名
、
鎌
倉
中
期
）

1
8
、
鎖
壇
表
白
　
（
四
－
二
三
1
4
4
〔
2
〕
）
　
一
通

○
鎌
倉
中
期
写
、
「
方
便
智
院
」
朱
印
、
塁
点
（
仮
名
、
鎌
倉
中
期
）

1
9
、
（
表
白
）
　
（
四
－
一
六
六
－
3
）
　
一
葉

○
鎌
倉
時
代
素
禄
二
年
写
、
巻
子
本
断
簡
、
無
点

2
卸
、
初
夜
表
白
⑤
　
（
四
－
一
七
三
－
4
〔
1
0
〕
）
　
一
通

○
鎌
倉
中
期
写
、
折
紙
、
「
高
山
寺
」
朱
印
、
朱
点
（
仮
名
、
句
切
、
鎌
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倉
中
期
㌻
こ

2
1
、
表
白
四
種
梅
尾
　
（
四
－
二
三
－
8
4
）
一
冊

○
鎌
倉
時
代
宝
治
二
年
写
、
仁
真
筆
、
袋
綴
装
、
「
方
便
知
日
院
」
朱
印
、

朱
点
（
朱
引
、
句
切
点
）
、
塁
占
二
仮
名
、
宝
治
二
年
）

輿
建
長
元
年
五
月
十
二
B
於
善
妙
寺
松
原
殿
御
房
行
略
鎮
法
之
時
表
白
⑨

（
四
－
九
七
－
8
2
）
　
一
過

○
鎌
倉
中
期
写
、
折
紙
、
「
方
便
智
院
」
朱
印
、
盟
点
（
仮
名
、
鎌
倉
中
期
）

お
、
表
白
　
八
四
－
五
三
－
4
9
1
）
　
一
通

○
鎌
倉
中
期
写
、
折
紙
、
片
仮
名
交
リ
文
ヲ
含
ム
、
諸
点
ア
リ

2
4
、
裏
白
　
（
四
－
一
二
四
－
2
6
〔
5
〕
）
　
一
通

○
鎌
倉
中
期
写
、
折
紙
、
無
点

缶
、
表
白
⑤
　
（
四
－
一
五
六
ー
1
0
〔
班
こ
）
　
一
通

○
鎌
倉
中
期
写
、
断
簡
、
塁
点
（
仮
名
、
返
点
、

一
望
往
生
講
表
白
　
（
四
－
一
七
二
－
4
〔
4
3
〕
）

○
鎌
倉
中
期
写
、
切
紙
、
無
点

⑳
－
1
、
表
白
事
　
（
四
－
一
五
四
－
4
8
）
　
一
巻

鎌
倉
中
期
）

一
通

○
鎌
倉
中
期
写
、
巻
子
本
、
尾
欠
、
「
高
山
寺
」

⑳
－
2
、
（
表
白
目
録
）
　
（
四
－
二
〇
二
－
1
〔
2
0
〕
）

○
鎌
倉
中
期
写
、
静
海
軍
、
折
紙
断
簡
、
無
点

〔
鎌
倉
時
代
後
期
〕

朱
印
、
無
点

一
葉

2
7
、
星
供
表
白
（
端
裏
外
題
）
⑤
　
（
二
－
3
3
2
）
　
一
巻

○
鎌
倉
時
代
元
応
二
年
写
、
仁
舞
筆
、
巻
子
本
（
小
本
）
、
墨
点
（
仮
名
、

声
点
、
返
点
、
元
応
二
年
）
、
表
紙
新
補

輿
表
白
　
（
四
－
五
三
－
．
3
5
8
）
　
一
通

○
鎌
倉
後
期
写
、
折
紙
、
「
方
便
智
院
」
朱
印
、
無
点

2
9
、
薬
師
表
白
　
（
四
－
五
三
－
4
5
6
）
　
一
通

○
鎌
倉
後
期
写
、
折
紙
、
片
仮
名
交
リ
文
ヲ
含
ム
、
無
点

3
9
光
明
真
言
護
摩
表
白
へ
四
－
八
八
－
璽
　
一
帖

○
鎌
倉
後
期
写
、
折
本
装
研
型
、
尾
欠
、
「
高
山
寺
」
朱
印
、
無
点

輿
北
斗
供
表
白
　
（
四
－
九
七
－
翌
　
一
通

○
鎌
倉
後
期
写
、
切
紙
、
「
方
便
智
院
」
朱
印
、
塁
点
（
仮
名
、
鎌
倉
後
期
）

一
翼
祖
師
等
御
願
供
表
白
　
（
四
－
二
一
－
9
0
）
　
一
帖

○
鎌
倉
後
期
写
、
折
本
装
、
尾
欠
、
「
方
便
智
院
」
朱
印
、
無
点
、
原
表
紙
、

輿
（
表
白
）
　
（
四
－
二
四
－
1
7
）
　
一
通

○
鎌
倉
後
期
写
、
折
紙
、
紙
背
文
書
（
嘉
暦
三
年
十
二
月
五
日
顕
助
汎

諦
ノ
事
）
　
ア
リ
、
無
点

輿
大
威
徳
表
白
井
関
題
作
法
⑤
　
（
四
－
一
五
六
－
2
「
1
0
〕
）
　
一
葉

○
鎌
倉
後
期
写
、
仁
辞
筆
、
折
紙
、
仮
名
交
リ
文
ヲ
含
ム

3
5
、
表
白
⑤
　
（
四
－
一
五
六
－
6
〔
7
0
〕
）
　
断
簡
一
葉

○
鎌
倉
後
期
写
、
折
本
装
研
型
、
首
尾
欠
、
墨
節
博
士
（
鎌
倉
後
期
）

軍
略
鎮
法
表
白
（
四
－
一
五
七
－
2
9
〔
空
）
　
一
通

○
鎌
倉
後
期
写
、
仁
助
筆
、
折
紙
、
塁
点
（
仮
名
、
鎌
倉
後
期
）

3
7
、
（
表
白
）
　
（
四
－
一
七
二
－
2
〔
朋
ニ
）
　
一
通

○
鎌
倉
後
期
写
、
折
紙
、
無
点

輿
北
斗
供
表
白
　
（
四
－
一
七
二
I
7
〔
1
4
〕
）
　
一
通

○
鎌
倉
後
期
写
、
続
紙
、
天
地
塁
界
、
塁
点
（
仮
名
、
声
点
、
鎌
倉
後
期
）

3
9
、
（
表
白
草
）
　
八
四
－
一
七
五
－
2
4
）
　
一
通

○
鎌
倉
後
期
写
、
切
紙
、
無
点

4
9
表
月
　
（
四
－
八
〇
－
塑
一
通

○
鎌
倉
末
期
写
、
折
紙
、
墨
点
（
仮
名
、
鎌
倉
末
期
）
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4
1
、
表
白
　
（
四
－
一
三
九
－
3
4
）
　
一
冊

○
鎌
倉
末
期
写
、
袋
綴
装
横
長
本
、
「
方
便
智
院
」
朱
印
、
塁
点
（
仮
名
、

返
点
、
鎌
倉
末
期
）

〔
南
北
朝
時
代
〕

彗
年
始
不
断
供
養
法
表
晶
齢
　
一
帖

○
南
北
軌
時
代
写
、
折
本
装
、
尾
欠
、
「
高
山
寺
」
朱
印
、
塁
点
（
仮
名
、

南
北
朝
時
代
）
、
原
表
紙

4
3
、
水
天
供
表
白
　
（
四
－
一
二
四
－
1
5
〔
5
〕
）
　
一
通

○
南
北
朝
時
代
写
、
切
紙
、
「
高
山
寺
」
朱
印
、
塁
点
（
仮
名
、
南
北
朝

時
代
）

彗
水
天
供
表
白
　
（
四
－
一
二
四
－
1
5
〔
7
〕
）
　
一
通

○
南
北
朝
時
代
写
、
切
紙
、
「
高
山
寺
」
朱
印
、
墨
点
（
仮
名
、
南
北
朝

時
代
）

4
5
、
表
白
神
分
等
　
八
四
－
一
五
六
－
3
〔
9
〕
）
　
一
通

○
南
北
朝
時
代
貞
和
三
年
写
、
折
紙
、
塁
点
（
仮
名
、
貞
和
三
年
）

4
6
、
表
白
　
（
四
－
一
五
六
－
1
3
〔
5
〕
）
　
一
通

○
南
北
朝
時
代
貞
和
五
年
写
、
仁
耀
筆
、
折
紙
、
塁
点
（
仮
名
、
貞
治

五
年
）

彗
十
八
遺
表
白
（
四
－
一
五
七
1
2
9
〔
2
〕
）
　
一
通

○
南
北
朝
時
代
写
、
折
紙
、
「
方
便
智
院
」
朱
印
、
員
点
（
仮
名
、
南
北

朝
時
代
）

彗
表
白
神
分
等
釈
迦
（
四
－
一
七
三
1
4
〔
1
1
〕
）
一
通

○
南
北
朝
時
代
写
、
然
稗
筆
、
折
紙
、
塁
点
（
仮
名
、
声
点
、
返
点
、

南
北
朝
時
代
）

4
9
、
表
白
　
（
四
－
一
八
七
－
8
6
）
　
一
葉

○
南
北
朝
時
代
写
、
折
本
装
研
型
断
簡
、
巻
尾
ノ
ミ
、
塁
点
（
仮
名
、

南
北
朝
時
代
）
、
未
句
切

5
9
千
手
表
白
　
（
四
－
一
九
七
－
8
）
　
一
帖

○
南
北
朝
時
代
写
、
折
本
装
耕
型
、
朱
点
（
句
切
、
科
段
、
合
符
、
返

点
、
南
北
朝
時
代
）
、
墨
点
（
仮
名
、
南
北
朝
時
代
）

〔
室
町
時
代
初
期
〕

封
、
表
白
神
分
野
　
（
四
－
一
七
二
－
4
〔
8
〕
）
　
一
帖

○
室
町
初
期
写
、
折
本
装
、
塁
点
（
仮
名
、
返
点
、
室
町
初
期
）

一
望
表
白
　
（
四
－
一
八
七
1
6
7
）
　
一
通

○
室
町
初
期
写
、
折
紙
、
塁
点
（
仮
名
、
室
町
初
期
）

盟
、
表
白
週
間
　
（
四
－
二
九
七
－
2
8
〔
3
〕
〉
一
通

○
室
町
初
期
写
、
折
紙
、
塁
点
（
仮
名
、
室
町
初
期
）

〔
室
町
時
代
中
期
〕

輿
当
別
十
八
遺
表
白
井
神
分
　
（
四
－
七
八
－
鬱
一
帖

○
室
町
中
期
写
、
折
本
装
研
型
、
朱
点
（
句
切
、
室
町
中
期
）
、
塁
点

（
仮
名
、
室
町
中
期
）

5
、
護
摩
諸
行
表
白
　
（
四
－
七
九
－
5
0
）
一
通

○
室
町
中
期
写
、
折
紙
、
塁
点
（
仮
名
、
声
点
、
室
町
中
期
）
、

班
、
表
白
　
（
四
－
八
三
－
6
9
）
　
一
冊

○
室
町
中
期
写
、
袋
綴
装
（
小
本
）
、
墨
点
（
仮
名
、
声
点
、
室
町
中
期
）

〔
室
町
時
代
後
期
〕

5
7
、
保
元
二
年
治
眼
表
白
（
新
外
題
）
　
（
二
－
塑
　
l
巻

○
室
町
時
代
享
禄
四
年
写
、
巻
子
本
、
首
欠
、
墨
点
（
仮
名
、
返
点
、

享
禄
四
年
）
、
表
紙
新
補

軍
閥
結
作
法
加
行
表
白
伝
滝
　
（
四
－
九
一
－
2
〔
n
〕
）
一
帖
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○
室
町
時
代
永
禄
六
年
写
、
折
本
装
研
型
、
塁
点
（
仮
名
、
室
町
時
代

末
期
）

5
9
、
表
白
断
簡
　
（
四
－
五
三
－
6
0
4
）
　
一
葉

○
室
町
末
期
写
、
切
紙
、
断
簡
一
紙
、
塁
点
（
仮
名
、
室
町
末
期
）
、

末
節
博
士

輿
仁
王
経
表
白
　
（
四
－
一
九
七
－
1
0
）
　
一
帖

○
室
町
末
期
写
、
折
本
装
、
尾
欠
、
朱
点
（
仮
名
、
返
点
、
室
町
末
期
）
、

塁
点
（
仮
名
、
声
点
、
室
町
末
期
）

6
1
、
（
表
白
）
　
（
四
－
一
九
七
－
8
7
）
　
一
帖

○
室
町
末
期
写
、
折
本
装
研
型
、
尾
欠
、
片
仮
名
交
リ
文
ヲ
含
ム
、
朱

点
（
句
望
室
町
末
期
）
、
塁
点
（
仮
名
、
節
博
士
、
室
町
末
期
）
、

角
筆
文
字
ア
リ

（
注
）
㊨
は
、
参
考
文
献
（
表
白
に
関
す
る
作
法
書
等
）
を
示
す
。

⑤
は
、
そ
の
文
献
が
、
r
高
山
寺
古
典
籍
纂
き
　
（
高
山
寺
資
料
叢
書
第
十
七
冊
、

東
大
出
版
会
、
昭
6
3
・
2
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
尚
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
金
水
敏
・
古
田
啓
両
氏
の
詳
し
い
解
題
が
あ
る
の
で
あ
わ
せ
て
参
照
い
た
だ

き
た
い
。

先
に
、
高
山
寺
経
蔵
の
表
白
文
は
、
種
々
の
形
態
で
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
述
べ
た
。
今
、
こ
こ
に
列
挙
し
た
、
平
安
時
代
か
ら
室
町
時
代
ま
で
の
諸
語

を
、
そ
の
装
鵬
に
注
目
し
て
整
理
す
る
と
（
表
①
）
の
如
く
な
る
。

こ
の
表
か
ら
知
ら
れ
る
限
り
で
は
、
鎌
倉
時
代
に
あ
っ
て
は
、
折
紙
の
も
の

が
多
く
伝
存
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
（
整

こ
の
折
紙
は
、
法
会
の
均
に
の
ぞ
む
導
師
が
表
白
を
持
参
す
る
際
に
多
用
す

る
形
態
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

¶
沙
石
集
L
　
に
も
、

○
鎌
倉
二
戎
尼
公
、
逆
修
シ
ケ
リ
。
説
経
ナ
ム
ド
モ
セ
ヌ
憎
ナ
レ
ド
モ
、
モ
シ

希
望
ノ
心
モ
ア
リ
、
色
代
二
謂
用
セ
ヨ
ト
テ
、
「
一
座
ノ
供
養
シ
給
ナ
ン
ヤ
」

ト
、
イ
ハ
セ
ケ
レ
バ
、
布
施
ノ
ホ
シ
サ
ニ
ヤ
、
無
二
左
右
一
領
状
シ
テ
ケ
リ
。

思
ハ
ズ
ニ
ゾ
檀
那
思
ヒ
ケ
ル
。
サ
テ
既
二
繕
聖
二
萱
リ
テ
、
法
用
過
テ
、
金

打
チ
利
別
ス
ベ
キ
二
、
懐
ヲ
サ
グ
ル
二
折
紙
ナ
シ
。
怯
二
懐
中
シ
ツ
ル
物
ヲ

ト
思
ヒ
テ
、
サ
グ
レ
ド
モ
〈
大
方
ナ
カ
リ
ケ
レ
バ
、
（
以
下
略
）

※
傍
線
、
筆
者
私
二
附
ス
（
巻
第
六
二
三
〕
説
法
セ
ズ
シ
テ
布
施
取
タ
ル
事
、

大
系
本
椚
頁
）

と
あ
る
。

か
つ
て
取
上
げ
た
平
安
時
代
の
表
白
文
は
、
漠
詩
文
集
等
の
中
に
収
め
ら
れ

伝
わ
っ
て
い
る
も
の
が
多
か
っ
た
の
に
対
し
、
高
山
寺
経
蔵
に
は
、
こ
の
よ
う

に
、
当
時
の
導
師
が
持
参
し
て
実
際
に
法
会
の
甥
で
宣
託
し
た
と
み
ら
れ
る
表

白
文
が
多
く
伝
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
、
資
料
の
選
定
と
文
体
分
析
の
方
法

糾
資
料
の
選
定

高
山
寺
経
蔵
に
伝
存
し
て
い
る
鎌
倉
時
代
書
写
の
表
白
文
は
、
全
部
で
三
十

九
斎
拾
わ
れ
た
。
し
か
し
、
全
篇
を
調
査
し
得
た
わ
け
で
は
な
く
、
又
、
こ
れ

ら
の
す
べ
て
が
文
体
分
析
に
た
え
得
る
も
の
で
も
な
い
。
ま
ず
、
音
同
山
寺
古
典

持
碁
集
L
　
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
も
の
を
中
心
に
、
次
の
諸
条
件
を
で
き
る
だ
け

満
た
す
こ
と
を
宗
と
し
、
資
料
の
選
定
に
当
っ
た
。

①
作
成
乃
至
書
写
の
年
代
が
明
確
で
あ
る
こ
と
。

②
書
写
者
が
明
確
で
あ
る
こ
と
。

③
本
文
が
欠
け
て
い
な
い
こ
と
。

④
文
章
様
式
が
、
そ
の
書
写
時
期
の
も
の
を
示
し
て
い
る
こ
と
。
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ム
ー
1
－
・

室

町

時

代

l 南

北

朝

時

代

鎌 倉　時　 代
平

喜安

覧時

塑代

時　 代一

形　 態後－ 中 初

2 綴　 糞　装　 析　 型

3 4 7 8 4 折　　　　　　 紙

（1） （析　 ‾紙　 断　 簡）

．1 2 2 1 2 切　　　　　　 紙

1 竪　　　　　　 紙

1 包‾　　　　　　 紙

1 綴　　 糞　　 装

1 1 2（1） 1 巻　　 子　　 本

1 て巻 子 本 断 簡）

1 1 袋　　 綴　　 装

1 袋 綴 装 横 長 本

2 1 1 折 ・ 本　　 装

2 1 2 折 本　 装　研　 型

，1 （折本装研型断簡）

1 続　　　　　　 紙

1 断　　　　　　 簡

10 9 15 1句2） 10 2 計

（
注
）
括
弧
内
の
数
字
は
、
参
考
文
献
の
語
数
、
空
欄
は
、
該
当
例
な
き
こ
と
を
示
す
。

こ
の
④
に
つ
い
て
は
、
峰
岸
明
「
表
白
の
文
章
様
式
に
つ
い
て
」
　
（
高
山
寺

資
料
叢
書
別
巻
『
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
し
所
収
、
昭
5
5
・
東
京
大
学
出
版

会
）
．
の
御
論
を
参
照
さ
せ
て
頂
い
た
。

こ
こ
に
選
定
し
た
資
料
は
、
次
の
諸
欝
で
あ
る
。

〔
鎌
倉
初
期
〕

〔
鎌
倉
中
期
〕

14　3

〔
鎌
倉
後
期
〕
　
2
7
飢15＊4

7

・

8

・

9

・

1

1

・

1

2

（

七

篇

）

＊

1

6

・

1

8

・

2

0

・

2

1

・

2

2

・

2

5

（

八

篇

）

＊
3
5
（
三
話
）

（
注
）
　
＊
▼
印
は
、
尾
欠
な
る
が
故
参
考
に
と
ど
む

㈲
文
体
分
析
の
方
法

漢
字
を
主
表
記
と
し
、
対
句
表
現
を
用
い
る
と
い
う
表
白
文
の
表
現
的
性
格

は
、
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
も
、
略
言
同
山
寺
経
蔵
の
諸
籍
に
継
承
さ
れ
て
い
る

と
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
前
稿
「
「
高
山
寺
本
表
白
集
し
所
収
の
表
白
の
文
体
」

（
月
鎌
倉
時
代
語
研
究
し
第
9
韓
、
昭
6
1
・
5
）
に
お
い
て
採
っ
た
文
体
分
析
の

方
法
を
こ
こ
で
も
概
ね
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
r
高
山
寺
本
表
白
集
L
は
、

近
時
、
築
島
裕
「
本
邦
古
社
寺
に
伝
存
す
る
漢
籍
仏
典
と
国
語
史
学
」
（
r
中
央

大
学
国
文
L
輿
平
1
・
2
）
に
、



○
多
分
勧
修
寺
辺
か
ら
、
定
其
（
二
九
四
～
二
一
五
〇
）
　
の
手
を
経
て
高
山

寺
に
入
っ
た
文
献
で
あ
り
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
、
高
山
寺
の
僧
侶
の
間
で
実

用
に
供
せ
ら
れ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

と
説
か
れ
て
お
り
、
本
稿
で
対
象
と
す
る
話
語
と
の
関
連
む
注
目
さ
れ
る
の
で

あ
る
。但し
、
峰
岸
博
士
の
先
掲
論
文
に
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
鎌
倉
時
代
に
入
る

と
、
表
記
法
の
面
に
種
々
の
変
化
が
起
っ
て
く
る
。
鎌
倉
時
代
の
表
白
文
体
を

把
え
る
た
め
に
は
、
こ
の
表
現
的
性
格
も
看
過
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

完
下
、
こ
の
点
を
念
頭
に
曹
な
が
ら
、
考
察
を
す
す
め
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

四
、
高
山
寺
経
蔵
に
伝
存
す
る
鎌
倉
時
代
書
写
の
表
白
文
の
文
体

‥
仙
表
白
文
一
窟
当
り
の
言
語
量
及
び
対
句
部
分
と
非
対
句
部
分
の
比
率

今
回
調
査
し
得
た
、
高
山
寺
経
歳
に
伝
存
す
る
鎌
倉
時
代
書
写
の
表
白
文
十

八
篇
の
、
一
篇
当
り
の
本
文
の
文
字
数
は
、
平
均
二
四
一
字
で
あ
る
。
中
に
は
、

九
l
　
○
○
字
近
い
（
9
）
鏡
埋
表
白
－
八
九
二
字
、
の
よ
う
な
長
大
な
も
の
も
あ

れ
ば
、
わ
ず
か
一
〇
〇
字
足
ら
ず
の
（
竺
十
八
道
表
白
－
九
八
字
、
な
ど
も

あ
っ
て
、
そ
の
長
短
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

対
句
を
な
さ
な
い
非
対
句
部
分
は
、
一
貫
当
り
平
均
〓
一
字
で
あ
る
か
ら
、

全
体
の
四
六
二
パ
．
－
オ
ン
ト
で
あ
り
、
従
っ
て
、
一
篇
中
の
五
割
強
が
対
句

表
現
を
用
い
て
文
章
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
前
稲
で
対
象
と
し
た
r
高
山
寺
本
表
白
集
」
所
収
の
表
白

文
の
場
合
、
非
対
句
部
分
の
割
合
は
、
一
九
二
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ず
、
今

回
得
た
数
値
よ
り
か
な
り
下
回
る
の
で
あ
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
：
J
こ
で
は
、
次
の
二
点
を
指
摘
し
て
み
た
い
。

ま
ず
第
一
に
、
こ
れ
ら
の
詩
篇
で
は
冒
頭
に
仏
・
菩
薩
の
名
号
等
を
列
挙
す

る
、
所
謂
（
勧
請
句
〓
叡
山
文
庫
蔵
違
憲
作
文
大
聖
の
置
か
れ
る
も
の

が
多
く
、
こ
．
の
部
分
は
、

○
敬
真
言
教
主
大
日
如
来
金
剛
界
会
三
十
七
尊
大
会
壷
茶
羅
諸
尊
聖
衆
井
大
悲

胎
蔵
八
棄
蓮
養
十
六
大
会
塵
刹
聖
衆
惣
シ
テ
ハ
仏
眼
所
照
恒
沙
塵
数
一
切
三
宝

境
界
。
ト
ニ
驚
而
耳
夫
以
…
（
3
、
讃
摩
表
白
和
行
、
「
敬
」
～
「
言
」
ま
で
（
傍

線
、
私
に
付
す
）
が
、
勧
請
匂
）

の
如
く
、
対
句
を
成
さ
な
い
の
で
、
非
対
句
部
分
の
割
合
が
増
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

前
稿
に
於
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
r
高
山
寺
本
表
白
集
L
所
収
の
表
白
文
中
、

非
対
句
部
分
の
割
合
の
高
か
っ
た
（
7
8
）
・
（
7
9
）
二
型
の
諸
岩
は
、
こ
の
勧

請
句
を
冒
頭
に
配
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

第
二
の
点
は
、
（
対
句
表
現
の
崩
壊
現
象
）
と
で
も
言
う
べ
き
こ
と
に
因
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。
例
え
ば
、
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○
乗
水
牛
相
者
・
是
遊
－
行
苦
海
中
一
自
在
教
化
衆
生
・
義
也
。
以
濁
債
鵠
瑠
璃
・

・

－

－

－

－

．

－

－

－

－

－

・

・

－

・

I

 

t

‘

l

＿

　

　

－

　

　

シ

‘

　

　

　

　

　

　

　

－

　

　

　

　

　

　

　

　

c

】

者
、
乃
消
－
伏
鬼
魅
魁
魅
、
除
厭
媚
兄
岨
之
意
也
。
六
頭
六
面
老

－

　

　

ヘ

イ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ー

捨
六
弊
満
足
六
度
・
義
也

六
常
六
足
者
・
即
浄
六
趣
・
満
六
通
・
之
意
也
、

（
1
5
、
大
威
徳
表
白
）

な
ど
、
句
脚
の
「
義
也
」
・
「
意
也
」
に
注
目
す
れ
ば
、
一
見
a
－
C
、
b
I
d
が

対
を
成
す
隔
句
対
の
如
く
に
思
わ
れ
る
が
、
句
の
字
数
が
そ
ケ
わ
ず
、
意
味
的

対
応
も
十
全
で
は
な
い
の
で
、
こ
れ
を
対
句
表
現
と
は
認
め
得
な
い
の
で
あ
る
。

か
か
る
対
句
く
ず
れ
の
文
章
を
含
む
若
が
存
す
る
こ
と
も
、
非
対
句
部
分
増
加

の
も
う
一
つ
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

但
し
、
か
よ
う
な
（
対
句
表
現
の
崩
壊
現
象
）
は
、
総
じ
て
劣
勢
で
あ
り
、

先
の
（
1
5
）
大
威
徳
表
白
や
（
9
）
鎖
埋
表
白
な
ど
の
一
、
二
の
篇
に
顔
著
に

認
め
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。



○
又
八
枢
軸
指
八
方
二
慧
シ
・
八
方
飛
行
シ
テ
此
伽
藍
中
二
壊
ス
ル
正
法
ヲ
跨

咄
郡
夜
迦
悪
龍
悪
鬼
神
等
皆
悉
可
令
遠
離
退
散
、
（
9
、
鎮
埋
表
白
）

従
っ
て
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
こ
の
現
象
が
強
ま
る
な
ど
と
い
っ
た
傾
向

性
も
看
取
さ
れ
ず
、
鎌
倉
時
代
後
期
書
写
の
（
2
7
）
星
供
表
白
な
ど
も
、
非
対

句
部
分
は
一
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
る
。

＜
表
②
＞

㈲
対
句
部
分
の
文
体
的
特
徴

－
、
句
格
法

観
智
院
本
r
作
文
大
鉢
－
の
「
筆
大
鉢
」
の
基
準
に
従
っ
て
対
句
を
分
類
し
、

集
計
し
た
も
の
が
（
表
②
）
で
あ
る
。

倉 ・　 中　　 期 鎌　 倉　 初　 期

表
菅白

市

・句

種
2 1

a
20 18 16 15 14 12 11 ‘9 8 7 4 3

壮

旬
単

匂

対

1 1 1 1 2 1 1 ．1

緊

句

6 1 1 1 4 2 3 4 6 5 10 2

長

句

1 1 1 1

軽

隔

句

隔

句

対

1

重

隔

句

疎

隔

句

2 1 2 1 1 3 4 2

密

隔

句

1 1 1

平

隔

句

2 1 3 1 1

雑

隔

句

1 l

そ

の

他



％

A
⊂I

計

鎌 倉

後 期

鎌

3 4 2 7 2 5 2 2 2 1
b

2．5 2 2

13．8 11 2

8 3．8 6 7 6 6 6 4

1 2．2 5 1

2．4 1

2．4 1 1

4 8．8 2 0 1 1 2

7．3 3

1 9．5 8

7．3 3 1

（
注
）
・
2
1
表
白
四
種
、
a
伝
法
濯
頂
表
白
・
b
求
聞
持
表
白
を
示
す
。

・
お
は
、
勧
請
句
の
み
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
は
掲
げ
な
い
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
、
二
つ
の
句
か
ら
成
る
単
句
対
で
、
長
句
の
占
め
る

割
合
が
高
く
（
八
三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
優
勢
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

長
句
は
、
五
字
以
上
十
余
字
か
ら
成
る
二
句
の
対
で
あ
っ
て
、

○
巳
。
学
ヒ
一
部
之
大
法
↓
顧
伝
書
密
之
護
摩
」
（
2
・
護
摩
表
白
初
行
）

○
択
テ
吉
日
良
辰
一
首
披
キ
金
剛
ノ
壇
甥
ヲ
儲
テ
微
妙
ノ
礼
莫
謡
供
堅
産
地
神
。

（
ほ
、
鎮
壇
表
白
）

○
早
持
テ
西
母
長
生
之
避
算
↓
連
詩
ラ
ム
東
父
万
花
之
栄
楽
二
2
7
、
星
供
表

白
）

の
如
き
も
の
で
あ
る
。
緊
句
は
之
れ
に
次
ぎ
二
三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
壮
句

は
極
め
て
劣
勢
（
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
る
。

次
に
、
第
一
句
と
第
三
句
（
上
旬
）
、
第
二
句
と
第
四
句
（
下
旬
）
と
い
う
よ

う
に
、
句
を
隔
て
て
対
句
を
構
成
す
る
隔
句
対
で
は
、

○
現
↓
l
テ
十
九
恭
惑
ノ
和
白
↓
　
障
」
伏
シ
四
度
ノ
肇
」
蒙
テ
三
世
如
来
ノ
教

勅
」
　
利
」
益
シ
五
濁
ノ
衆
生
プ
給
フ
二
軍
建
長
元
年
五
月
十
二
日
於
書

妙
寺
松
原
殿
御
房
行
略
鎖
法
之
時
表
白
）

○
荘
礼
貴
之
密
埋
」
祈
り
寿
福
ヲ
於
当
年
属
里
　
調
随
分
之
供
具
」
　
払
ハ
ム

災
厄
於
七
万
里
ノ
外
－
二
2
7
、
星
供
表
白
）

の
如
き
‥
上
旬
五
字
以
上
、
下
旬
六
字
以
上
の
密
隔
句
の
割
合
が
高
い
．
（
四
八

・
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
以
下
、
雉
隔
句
二
九
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
）
、
軽
隔
句
　
（
一
二
二
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
続
く
。

表
白
文
に
於
い
て
長
句
や
密
隔
句
が
優
勢
と
な
る
の
は
、
概
ね
平
安
時
代
後

期
以
降
ど
見
ら
れ
〈
整

院
政
期
の
終
わ
り
頃
に
は
、
一
句
を
二
十
字
近
く
も
貸
し
て
作
ら
れ
る
長
句

の
例
や
、
上
下
句
と
も
十
字
を
超
え
る
密
隔
句
の
例
が
指
摘
さ
れ
た
牢
此
度

調
査
し
た
、
高
山
寺
経
蔵
に
伝
存
す
る
鎌
倉
時
代
の
表
白
文
に
は
、
か
よ
う
な

長
文
の
句
の
例
は
拾
い
得
な
い
よ
う
で
あ
る
。
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又
、
鎌
倉
初
・
中
・
後
期
の
各
資
料
群
を
通
覧
し
て
、
匂
格
法
の
変
遷
と
認

む
べ
き
傾
向
性
は
看
取
さ
れ
を
い
よ
う
で
あ
る
。

日
、
平
灰
法

へ

9

）

表
白
文
の
作
文
に
関
す
る
請
書
に
よ
れ
ば
」
の
単
匂
対
に
つ
い
て
、
そ
の
第

一
句
の
句
末
字
が
平
声
で
あ
れ
ば
第
二
句
め
の
句
末
字
は
他
声
（
上
・
去
・
入

声
の
い
ず
れ
か
）
に
調
え
る
、
あ
る
い
は
そ
の
逆
で
、
第
一
句
め
が
他
声
で
あ

＜
表
③
＞

れ
ば
第
二
旬
め
は
平
声
に
調
え
る
、
聞
隔
句
対
に
つ
い
て
、
四
句
の
句
末
字
が
、

平
声
－
他
声
－
他
声
－
平
声
の
順
か
、
地
声
－
平
声
－
平
声
－
他
声
の
順
か
の

い
ず
れ
か
に
調
え
る
、
と
い
う
規
則
の
存
し
た
ら
し
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

今
、
こ
の
規
則
に
合
う
か
否
か
を
r
広
捜
し
　
に
よ
っ
て
調
べ
て
集
計
し
た
も

の
が
（
表
③
）
で
あ
る
。

計

平

伏

合

わ

な

い

計

．平

伏

合 ‾

つ

53

（朗．6）

2

29

（35．4）

0 ’

壮

甲 単

匂

対

6 5

緊

句

45 24

長

句

35

（97．2）

16

1

（2．8）

0

軽

隔

匂

隔 ．

句

甲

1 ．0

重

隔

句

1 d ・
疎

隔

匂

16 1

密

呵

句

．4 0

平

隔

匂

r7 0

雑

隔

句

88 30 計

※
括
弧
内
の
数
字
は
、
単
句
対
・
隔
匂
対
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
平
伏
の
合
う
も
の
と
合
わ
な
い
も
の
と
の
比
率
を
百
分
率
で
示
し
た
も
の
。

こ
れ
を
見
る
限
り
、
概
し
て
、
こ
の
平
灰
に
関
す
る
規
則
を
守
っ
て
い
な
い

よ
う
に
判
ぜ
ら
れ
る
。

『
高
山
寺
本
表
白
集
』
所
収
の
衷
白
文
に
於
い
て
も
、
や
は
り
、
こ
の
規
則
を

守
っ
て
い
る
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
と
も
に
、
規
則
の
及
ぶ
圏
外
に
あ
っ
た
資
料

群
と
し
て
共
通
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
ど
が
で
き
よ
う
。

畑
非
対
句
部
分
の
文
体
的
特
徴

今
回
調
査
対
象
と
し
た
話
語
に
つ
い
て
、
非
対
句
部
分
の
特
徴
と
思
わ
れ
る

点
を
、
以
下
に
記
述
し
て
み
た
い
。

先
述
の
如
く
、
高
山
寺
径
蔵
に
伝
存
す
る
鎌
倉
時
代
の
表
白
文
は
、
非
対
句

部
分
の
占
め
る
割
合
が
前
代
の
も
の
よ
り
概
し
て
高
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
理



由
の
一
つ
と
し
て
、
勧
請
句
「
敬
白
…
而
言
」
を
冒
頭
に
置
く
形
式
の
一
般
化

と
い
う
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
い
た
。

こ
の
「
敬
白
…
而
言
」
を
冒
頭
に
置
く
書
式
は
」
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
漸
次

定
型
化
し
て
来
る
も
の
で
あ
る
と
、
峰
岸
博
士
は
説
か
れ
る
。
今
回
の
調
査
で

は
、
こ
の
書
式
の
定
型
化
し
た
結
果
、

○
敬
真
言
教
主
大
日
‥
‥
夫
レ
沢
丁
曜
宿
相
応
ヲ
（
ほ
、
不
動
略
錦
表
白
）

○
敬
真
言
教
主
大
日
如
来
‥
‥
夫
レ
沢
丁
曜
宿
相
応
」
（
霊
、
建
姦
元
年
五

月
十
二
日
於
善
妙
寺
松
原
殿
御
房
行
略
鎖
法
之
時
表
白
）

の
如
き
、
途
中
か
ら
省
記
し
た
ケ
ー
ス
も
認
め
ら
れ
た
。

「
敬
白
」
が
文
章
末
尾
に
置
か
れ
る
の
も
鎌
倉
時
代
の
表
白
文
の
特
徴
で
あ

る
。さ
て
、
観
智
院
本
「
作
文
大
鉢
L
の
「
筆
大
鉢
」
・
は
、
対
偶
を
な
さ
ず
独
立

的
に
用
い
ら
れ
る
も
の
を
、
文
章
の
発
端
に
用
い
る
「
発
句
」
、
四
字
以
上
で
、

用
字
の
声
調
も
自
由
な
「
漫
句
」
、
文
末
に
置
い
て
語
気
を
強
調
す
る
助
辞
で
あ

る
「
送
句
」
、
前
後
二
つ
の
文
を
接
続
す
る
機
能
等
を
右
す
る
と
考
え
ら
れ
る

「
傍
字
」
の
四
種
類
に
分
顆
す
る
。

発
句
で
は
、
「
夫
以
」
・
「
夫
」
・
「
方
今
」
・
「
宏
」
が
時
代
を
通
じ
て
よ
く
使
用

さ
れ
、
傍
字
で
は
、
接
続
詞
と
し
て
、
「
然
別
」
・
「
所
以
」
・
「
而
」
・
「
然
而
」
・

「
是
以
」
・
「
抑
」
・
「
依
之
」
・
「
是
故
」
・
「
於
是
」
・
「
以
之
」
な
ど
が
、
副
詞

と
し
て
、
「
仰
願
」
・
「
就
中
」
・
「
何
況
」
・
「
今
」
・
「
方
」
・
「
凡
」
・
「
只
」
な
ど
が

使
用
さ
れ
る
。

送
句
で
は
、
「
也
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
「
老
也
」
・
「
央
」
・
「
哉
」
・
「
以
来
」
や

敬
語
の
補
助
動
詞
「
拾
ノ
な
ど
が
拾
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
字
句
は
、
ほ
ぼ
前
代
の
表
白
文
に
よ
く
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と

一
致
し
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
と
見
て
大
過
な
い
と
判
ぜ
ら
れ
る
。
持

に
、
「
給
フ
」
・
「
依
之
」
の
使
用
よ
り
院
政
期
の
表
白
資
料
群
と
の
共
通
性
が
顕

著
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
誌
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
㈲
対
句
部
分
（
句
格
法
・
平
伏
法
）
に
つ
い
て
見
た
の

と
同
様
、
非
対
句
部
分
の
、
発
句
・
傍
字
等
の
独
立
句
に
於
い
て
も
、
前
代
の

様
式
に
倣
う
と
こ
ろ
大
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
新
た
に

変
遷
を
遂
げ
た
と
す
べ
き
も
の
は
見
出
し
稚
い
の
で
あ
る
。

五
、
結
語
　
－
　
表
記
と
の
関
わ
り
か
・
ケ
　
ー

高
山
寺
経
蔵
の
鎌
倉
時
代
に
宣
読
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
表
白
文
は
、
”
朗
請
の

容
易
化
〃
と
い
う
事
情
の
も
と
に
、
表
記
形
態
の
面
で
は
、
平
安
時
代
と
は
異

な
っ
た
、
新
た
な
変
化
を
遂
げ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
峰
岸
博
士
の
説
か
れ
る

如
く
、
H
漢
文
本
文
へ
の
加
点
、
0
片
仮
名
交
り
文
化
、
日
段
落
毎
の
改
行
・

字
下
げ
等
の
記
載
形
式
の
多
様
化
、
が
そ
れ
で
あ
る
。

か
よ
う
に
、
高
山
寺
経
蔵
に
収
蔵
せ
ら
れ
た
表
白
文
の
文
体
は
、
表
記
上
、

鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
新
た
な
変
遷
を
遂
げ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
依
然
、

本
文
の
基
調
を
成
し
て
い
る
対
句
部
分
に
於
い
て
は
、
平
安
末
期
の
岩
山
寺

本
表
白
集
』
所
収
の
表
白
文
等
に
み
ら
れ
た
匂
格
法
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
て
い

る
と
み
ら
れ
る
ふ
L
が
あ
り
、
ま
た
、
非
対
句
部
分
に
於
い
て
も
、
発
句
以
下

の
独
立
句
は
、
ほ
ぼ
前
代
の
も
の
を
受
け
継
ぎ
、
新
た
に
用
い
ら
れ
始
め
た
と

み
る
べ
き
も
の
は
見
出
し
倣
い
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
平
安
時
代
の
文
人
達
の
併
催
文
創
作
に
対
す
る
腐
心
や
努

力
は
、
鎌
倉
時
代
の
高
山
寺
経
蔵
の
表
白
文
の
担
い
手
達
に
は
、
・
積
極
的
に
は
、

受
容
さ
れ
な
か
っ
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
そ
う
に
思
わ
れ
る
。

か
か
る
結
論
を
下
す
に
は
、
尚
、
文
章
中
に
使
用
さ
れ
る
一
つ
一
つ
の
語
に

つ
い
て
前
代
の
文
章
中
の
そ
れ
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。
こ
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れ
に
つ
い
て
は
、
別
に
稿
を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。
し
か
し
、
こ
の

見
通
し
の
傍
証
と
し
て
は
、
次
の
二
事
項
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

鎌
倉
時
代
に
、

0
冒
同
山
寺
本
表
白
集
」
の
如
き
、
前
代
の
表
白
文
を
集
成
し
た
”
表
白
集
″

が
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

0
既
成
の
衷
白
文
を
襲
用
す
る
事
態
が
生
じ
て
い
る
こ
（
埜

今
後
は
、
さ
ら
に
調
査
を
す
す
め
て
、
鎌
倉
時
代
の
表
白
文
全
般
に
つ
い
て

論
及
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

注
（
1
）
築
島
裕
「
高
山
寺
本
表
白
集
の
研
究
」
（
高
山
寺
資
料
叢
書
第
二
冊
音
同

山
寺
本
古
往
来
　
表
白
集
し
所
収
、
昭
5
2
・
東
京
大
学
出
版
会
）

峰
岸
明
「
表
白
の
文
章
様
式
に
つ
い
て
」
　
（
高
山
寺
資
料
叢
書
別
巻
『
高

山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
し
所
収
、
昭
5
5
・
東
京
大
学
出
版
会
）

（
2
）
拙
稿
①
「
r
高
山
寺
本
表
白
集
し
所
収
の
表
白
の
文
体
」
（
r
鎌
倉
時
代
語

研
究
』
　
9
、
昭
6
1
・
5
）

②
「
京
都
女
子
大
学
蔵
表
白
集
解
説
並
び
に
影
印
」
（
「
鎌
倉
時
代
語
研

究

J

1

0

、

昭

6

2

・

5

）

③
「
平
安
時
代
の
表
白
文
に
於
け
る
対
句
表
現
の
句
法
の
変
遷
に
つ
い

て
」
　
（
¶
国
語
学
』
輿
昭
6
2
・
6
）

④
「
平
安
時
代
に
お
け
る
表
白
文
の
文
体
的
性
格
－
和
化
漢
文
的
要
素

に
注
目
し
て
ー
」
　
（
『
国
文
学
致
し
呵
昭
6
2
・
9
）

⑤
「
漢
字
の
用
法
か
ら
観
た
平
安
時
代
の
表
白
文
の
文
体
」
（
r
国
文
学

致
し
興
昭
6
3
・
6
）

（
3
）
昭
和
六
十
年
七
月
十
二
・
十
三
日
調
査
。

（
4
）
　
『
高
山
寺
古
典
籍
纂
集
し
（
高
山
寺
資
料
叢
書
第
十
七
冊
、
昭
6
3
・
東
京

大
学
出
版
会
）

（
5
）
か
か
る
寺
院
の
書
物
の
形
態
的
特
徴
に
つ
い
て
は
、
次
に
言
及
が
あ
る
。

中
野
達
慧
「
興
教
大
師
御
撰
述
に
対
す
る
書
史
学
的
研
究
」
正
・
続

（
『
密
教
研
究
し
3
3
・
封
）

牧
野
和
夫
「
鎌
倉
初
・
前
期
成
立
十
二
巻
本
「
表
白
集
し
伝
本
の
基
礎

的
調
査
と
そ
の
周
辺
（
1
）
・
「
顆
棄
」
と
い
う
こ
と
－
附
、
知
見
新
出
安

居
院
系
唱
導
書
類
の
紹
介
並
び
に
補
記
数
條
－
（
『
実
践
国
文
学
し
彗

平
元
・
3
）

（
6
）
　
「
表
白
十
四
段
句
、
一
勧
請
句
」
の
項
（
昭
和
六
十
一
年
八
月
十
九
・

9　8　7

二
十
日
、
原
本
実
見
）
。

注
（
2
）
③
文
献
。

注
一
2
）
③
文
献
。

群
書
類
従
本
r
作
文
大
服
し
・
r
王
沢
不
渇
砂
し
・
「
文
筆
問
答
砂
し
ー
注

（
2
）
①
文
献
三
八
頁
参
照
。
尚
、
犬
井
善
詩
氏
は
、
「
平
治
保
元
平
家

之
物
語
－
孟
日
通
唱
導
集
」
所
載
一
句
の
吟
味
－
」
　
（
r
筑
波
大
学
平
家

部
会
論
集
L
 
l
、
平
成
元
・
3
）
　
の
中
で
、
か
か
る
隔
句
対
の
平
伏
に

関
す
る
規
則
を
唐
詩
の
今
体
詩
に
も
と
め
て
お
ら
れ
る
が
、
何
故
こ
れ

が
基
準
た
り
得
る
か
に
つ
い
て
の
十
分
な
説
明
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
疑

問
で
あ
る
。
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（
1
0
）
注
（
2
）
①
・
④
文
献
。

（
1
1
）
注
（
1
）
峰
岸
文
献
。

▼
引
用
文
等
に
つ
き
、
印
刷
の
便
を
考
え
て
表
記
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

〔
附
記
〕

本
稿
は
、
昭
和
六
十
年
度
提
出
の
修
士
論
文
の
一
部
を
改
稿
し
た
も
の
で
あ



る
。
本
稿
を
成
す
に
当
り
終
始
御
指
導
を
賜
わ
っ
た
小
林
芳
規
先
生
に
、
又
、

資
料
調
査
の
際
に
御
高
配
賜
わ
っ
た
、
高
山
寺
御
当
局
の
皆
様
並
び
に
高
山

寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
の
諸
先
生
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
本
稿
は
、
平
成
元
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
（
総
合
研
究
A
　
課
題

「
平
安
鎌
倉
時
代
語
研
究
資
料
の
綜
合
的
調
査
研
究
」
、
奨
励
研
究
A
　
課
題

「
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
表
白
・
願
文
の
文
体
の
研
究
」
）
に
よ
る
成
果
の

一
部
で
あ
る
。

－
　
広
島
大
学
文
学
部
助
手
1

平
成
元
年
度
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
春
季
研
究
集
会

と
　
き
　
平
成
元
年
六
月
二
十
五
日
（
日
）

と
こ
ろ
　
広
島
市
中
区
東
千
田
町
　
広
島
大
学
文
学
部
大
講
義
室

（
発
表
題
目
及
び
発
表
者
氏
名
）

○
藤
原
定
頬
の
詠
歌
に
見
ら
れ
る
逆
転
発
想
技
巧

ー
　
見
立
て
の
意
外
性
と
逆
転
発
想
の
妙
　
－

O
　
「
国
ぶ
り
」
の
歌
か
ら
「
宮
ぶ
り
」
の
歌
へ

－
－
－
・
「
万
葉
考
L
に
み
る
注
釈
の
一
方
法
　
－

古
瀬
　
稚
義

河
野
　
頼
人

○
平
安
時
代
の
和
文
に
於
け
る
「
具
ス
」
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て

ー
　
頬
義
の
和
語
動
詞
と
の
比
較
に
よ
る
考
察
　
－

柚
木
　
靖
史

彙
　
　
報

○
天
草
版
平
家
物
語
語
彙
の
計
量
的
考
察

－
　
大
野
法
則
の
検
討
を
含
め
て
　
－

江
口
　
正
弘

栗
　
山
　
理
一
氏

平
成
元
年
八
月
十
九
日
、
呼
吸
不
全
の
た
め
お
な
く
な
り
に
な
っ
た
。
享
年

八
十
歳
。
氏
は
昭
和
八
年
に
広
島
文
理
科
大
学
卒
業
、
池
田
勉
・
蓮
田
善
明
・

清
水
文
雄
の
各
氏
と
四
人
で
雑
誌
「
文
芸
文
化
」
（
昭
和
一
三
）
を
創
刊
。
成
城

大
学
名
誉
教
授
。
主
著
に
r
風
流
論
L
r
古
典
的
感
覚
㌔
俳
詔
史
二
小
林
一
茶

（
日
本
詩
人
選
）
二
芭
蕉
の
俳
讃
美
諭
し
が
あ
り
、
日
本
古
典
文
学
全
集
の

「
俳
論
集
」
を
担
当
す
る
な
ど
、
近
世
文
学
研
究
に
多
く
の
業
績
を
残
さ
れ
た
。

御
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

○
親
族
語
彙
と
性
向
語
彙

－
　
広
島
県
備
北
地
方
方
言
の
オ
ジ
・
オ
バ
・
ア
二
・
ア
ネ
名
称
の
場
合

室
山
　
敏
昭

○
良
寛
自
筆
詩
集
に
於
け
る
編
集
意
識

－
　
r
草
堂
詩
集
』
を
中
心
に
　
－

○
梶
井
基
次
郎
r
の
ん
き
な
患
者
し
論

－
　
見
ら
れ
る
存
在
と
し
て
の
身
体
を
め
ぐ
っ
て
　
－

下
田
　
祐
輔

谷
　
　
　
彰

tosho-seibi-repo
長方形

tosho-seibi-repo
長方形




